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謹啓 平素は格別の御引立てを賜わり厚く御礼申し上げます｡

さて､この度弊社のバクシタール錠 100mg･200mg及び小児用バクシタール錠 50mg

について､｢使用上の注意｣を改訂致しましたので､ご案内申し上げます｡ 敬白 

≪バ クシダール錠 100mg･200mg≫

新

倭用 

上

注意の

(1)次の患者には授与しないこと 

1)本剤に対し過敏症の既往歴のある患者

2))フ工ンフフ工ン＼フルルビプロフ工ンアキセ 3 王也を投与中の患妊婦又は妊娠している可能性のある婦人 

C2)次の悪者には慎重に投与すること 

(3) 相

互作用1)フ工ンフフエン＼フルルビプロフ工ンアキセ

呈出との併用により＼まれに運筆を起こすこ

とガあるので＼供用を避けることoまた､他

のフェニル酢酸系又はプロピオン酸系非ステ
ロイド性消炎鎮痛剤との併用により＼極肇

を起こすおそれかあるので＼慎重に投与するこ

とo(4) 副作用

1))～8)現行のとおり9 筋

筋肉肉痛＼脱力感＼CPK上昇､血中及び尿中

ミオグロビン上昇を特徴とし＼急激な胃機能悪化を伴う横紋筋融解症があら

旧(1)次の患者には授与し

ないこ1)本剤に対し過敏症の既往

歴のある悪者32))フ工ンプフ工ンを授与中の患妊婦又は妊娠している

可能性のある婦人C2)次の患者に

は慎重に授与すること 

(3)相互作1)フ工ン7フ工

ンとの併用により＼まれに提督を起こすこ

とガあるので＼併用を避けることまた

＼他のフェニル酢酸系又はプロピオン酸
系非ステロイド性消炎鎮痛剤との併用によ

り＼厘単を起こすおそれガあるので＼慎重に

授与することo 

(4) 副作用1)～8 ) 

9)その他

o
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用上の注意

(1)次の意竜.には投与しないこと 

1)本剤に対し過敏症の既往歴のある患者

2))フ工ンフフ工ン＼フルルビプロフ工ンアキセ 3 三並を授与中の患妊婦又は妊娠している可能性のある婦人 

4)

乳児等(a 次の患者には慎重に授与すること 

(3 

)相互作用1)成人ではフ工ンフフ工ン＼フルルビプロフ工

ンアキセテルとの供矧こより＼まれに痘撃を

起こすことガあるので＼併用を避けることo

また＼他のフェニル酢酸系又はプロピオン

酸系非ステロイド性消炎鎮痛剤との併矧 こ

より､疫掌を起こすおそれガあるので＼慎重に

授与することo小児には安全性を期し＼

フェニル酢酸系又はプロピオン酸系非ステロイド性消炎鎮痛剤との併用

はしないこと○(4) 副作用

1)～8 )現行のとおり 

9)筋筋肉肉痛＼脱力感＼CPK上昇＼＼血中及び尿中ミオJ 7'ロビン上昇を特徴とし 急激な腎機能悪

旧(1)次の患者には投与し

ないこ1)本剤に対し過敏症の既往

歴のある患者23))フ工ンプフ工ンを投与中の患妊婦又は妊娠している

可能性のある婦人 

4)乳児等C2)次の患者 

(=は慎重に授与すること 

(3)相互作1)成人では

フ工ンフフ工ンとの併用により､まれ

に塵撃を起こすことガあるので＼供用を避

けることoまた＼他のフェニル酢酸系又はフ

ロピオン酸系非ステロイド性消炎鎮痛剤との

イ井用により＼厘肇を起こすおそれガあるので慎重( =授与することo

小児には安全性を期し＼フェニル酢酸系又は

プロピオン酸系非ステロイド性消炎鎮痛剤と

の供用

はしないことo(4) 副作用1)～8 

)9)その他

＼

化を伴う横紋筋融解症があら才)れることガあるので注意すること0 

10)その他 - :薬安指示
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【改訂理由】 

1.｢次の患者には授与しないこと｣及び ｢相互作用｣の項について

プロピオン酸系非ステロイド性消炎鎮痛剤 ｢フルルビプロフ工ンアキセチル｣との併用例で塵

撃をおこした報告ガあり､ノルプロキサ5 /ンとの併用は避けて頂く必要ガあるため記載致しま

した｡

/Tワ5 ,9-1(日投与投与期間ル)量 併 用 薬帆 年齢 .性 患 者原 疾 患(合併症) 副 作 用

1 37歳 .女 卵巣昏 

(心室性期外収播 

(汎血球漉/ i)症) 

(膳眺炎)

(腎孟腎炎)

) 

600rrE

(5日)

□ピオン

注バンス/ TT(リン静注

j7ザワタ 

∠｣注フランド

ールテープS

経過及び処置 

全身厘響､蕎取消失 

卵巣壕手術後＼化学療法を施行 

汎血球減少､心室性期外収縮＼ 

腎孟腎炎＼膳眺炎治療の為入院 

(心疾患)(胃炎) ノイトロジン注プフプレース細粒 尿道痛の為､□ピオン注を投与中全身廻瞥発作出出現現し､意識消失＼＼四肢冷感が全身逗雷は10-15秒で消失したが 不穏状態になり暴れるホリソン＼ソルメドロール

2 58歳 .男 転移性脊椎睦療 

(下肢不全麻樺) 

(肺転移)

600mg

(継続)

リップフ工ン注

べオン

ソロン

静注で不穏状態ガ治まり回復頭部CT撮影で異常所見なし塵事＼興奮

状憶パウシター

ル他科で投与捧痛の為＼/ Tqル9レ

(尿路感染症疑) ポルタレンサボソセコン ンサ/ i(使用捧痛痛軽減なく､ソセコン筋注苦 の表情強く､lJ､ソプフ工ン注静注10分後＼硬直後間代性屋蝉出現フェノバルビタール散注o上半身塁儀＼興

奮状態出現/T 



2.｢岩紺I F用｣の項について

｢筋肉｣の項を追加

本剤を服用した患者で､筋肉痛､悪性症候群 (CPK､ミオグロビン上昇)を発現した症例か

告1例報告されております｡ 

パフシター1日投与(投与期間量) 併 用 薬( ):前投薬hb. 年齢 .性患 者原 疾 患(合併症) 副 作 用

1 42歳 .男 慢性中耳炎 600mg(2日) 

600∩唱

(1日)

J77スコンプ 経過及 び処置手足のしびれ＼筋肉屑＼積み＼胸部圧迫懲服用 1日目＼手

足のしびれ＼全身筋肉痛出現 

翌E ]投与中止＼症状国約 2週間後＼＼再投与により手足のしびれ＼全身の痛み 胸部圧

迫感出現投与中止により 3日後回復悪性症候群麻疹 (発熱､発疹)のためビスミラ一､ 

.77ストブイリンン､フルルサ投与翌日､パワシター ､リンコシン投与服用開始 4E]目＼発熱(40OC)＼舞誰障害出現悪性症候群と診断される症症状 ::全身紅斑＼＼発汗＼眼球結膜充血､頚部＼四肢に歯車様の箭E 5)緒処置 5f トロン(筋弛緩薬)､ビべリデン (抗コリン薬)投与発 5EEj後､発熱 意識障害改善＼21∈〕後箭E 5]縮 i ]復＼33日

後＼回復退院〔内科,72(6),1187(1993)〕

､

2 16歳 .女 気管支炎の穎(麻疹) 300rrg(3日) (ビスミラー注プフストブイリン

アルサリンコシン注

)

発症当E j 発症10[]後 発症18日後 発症約3

CPK (lU/B) 2,674 7,6 

遇後 


